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ウ
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で
説
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開
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受
講
希
望
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向
け
、見
逃
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配
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自由で楽しい学び提供
「日本一の観光大学」へ

新生・大阪観光大学

観
光
Ｄ
Ｘ
人
材
教
育
の
重
要
性

デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
は
観
光
人
材
の

新
た
な「
読
み
・
書
き
・
そ
ろ
ば
ん
」

加藤　史子
事業実施委員・講師

現
業
幹
部
職
員
向
け
に

集
中
的
に
講
座
を
設
定

大
学
や
企
業
と
連
携
し

聴
講
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催

文
部
科
学
省

委
託
事
業

櫻井亮太郎
ライフブリッジ

尾久土正己
和歌山大学
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２
年
半
の
我
慢
の
時
を
越
え

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
再
開
に

備
え
る
べ
き
今
、
ま
ず
や
る
べ
き

は
観
光
資
源
の
デ
ジ
タ
ル
化
だ
ろ

う
。
観
光
体
験
自
体
は
リ
ア
ル
で

こ
そ
価
値
の
あ
る
「
五
感
で
楽
し

む
」
も
の
で
あ
る
た
め
旅
行
体
験

そ
の
も
の
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
べ
き

と
言
い
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
あ

く
ま
で
旅
行
体
験
の
情
報
収
集
や

問
い
合
わ
せ
・
予
約
・
購
入
と
い

っ
た
手
続
き
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
べ

き
と
考
え
て

い
る
。
な
ぜ

な
ら
、
た
と

え
地
域
が
魅

力
的
で
ユ
ニ

ー
ク
な
観
光

資
源
を
持
っ

て
お
り
、
そ

れ
を
生
か
し
た
体
験
や
産
品
を
開

発
で
き
た
と
し
て
も
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
情
報
が
な
け
れ
ば
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
に
と
っ
て

「
存
在
し
な
い
も
の
」
と
同
義
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
に
日
本
に

は
３
１
８
８
万
人
の
外
国
人
旅
行

者
が
来
訪
し
た
が
、
そ
の
約
８
割

が
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
で
あ
っ
た
。

ア
ジ
ア
諸
国
の
国
民
の
平
均
年

齢
は
若
い
。
中
国
・
韓
国
・
台
湾

・
香
港
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
で

代

後
半
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は

代
か

ら

代
前
半
で
あ
る
。
対
し
て
少

子
高
齢
社
会
の
日
本
は
、
世
界
に

お
い
て
モ
ナ
コ
公
国
と
並
ん
で
最

も
国
民
の
平
均
年
齢
が
高
い
国
で

あ
る
。
現
在
、
日
本
全
国
民
の
平

均
年
齢
は
約

歳
で
あ
り
、
日
本

人
に
よ
る
国
内
宿
泊
旅
行
市
場
は


年
時
点
で

兆
円
を
超
え
る

が
、
こ
の
過
半
数
は

歳
以
上
の

日
本
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い

る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
「
日
本
の

旅
行
市
場
は
シ
ニ
ア
市
場
、
ア
ジ

ア
の
旅
行
市
場
は
若
者
市
場
」
と

い
う
こ
と
だ
。

ア
ジ
ア
諸
国
の
若
い
人
々
は
物

心
つ
い
た
時
か
ら
ネ
ッ
ト
環
境
や

ス
マ
ホ
が
身
近
に
あ
り
、
銀
行
口

座
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
持
っ

て
い
な
く
て
も
ス
マ
ホ
で
決
済
す

る
こ
と
は
日
常
の
人
た
ち
だ
。
だ

か
ら
こ
そ
、
日
本
の
魅
力
あ
る
観

光
体
験
や
商
品
が
確
か
に
存
在
し

て
い
る
こ
と
が
彼
ら
に
届
き
、
情

報
だ
け
で
は
な
く
購
入
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
地
域
観

光
消
費
の
最
大
化
に
は
何
よ
り
重

要
だ
。

日
本
が
過
去
、
寺
子
屋
で
「
読

み
・
書
き
・
そ
ろ
ば
ん
」
を
教
え

て
い
た
よ
う
に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
地
域
観

光
に
携
わ
る
組
織
の
人
材
に
は
デ

ジ
タ
ル
ス
キ
ル
が
必
須
で
あ
る
。

（
Ｗ
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｃ
Ｅ

Ｏ
）

大
阪
観
光
大
学
で
は
今
回

開
発
し
た
一
連
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
Ｄ
Ｘ

人
材
を
教
育
す
る
基
準
と
な

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
を
目
指

し
て
い
る
。
教
育
コ
ン
テ
ン

ツ
を
広
く
活
用
、
発
展
さ
せ

て
い
く
方
針
だ
。

受
講
者
選
考
に
漏
れ
た
応

募
者
の
ほ
か
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
都
合
で
講
座
に
参
加
で

き
な
い
人
や
一
部
の
講
座
に

興
味
が
あ
る
人
の
受
講
を
想

定
し
て
い
る
。
東
京
、
大
阪

会
場
で
の
対
面
講
座
８
時
間

を
無
料
受
講
で
き
る
聴
講
生

コ
ー
ス
を
２
０
０
人
募
集
。

さ
ら
に
は
Ｄ
Ｘ
推
進
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
認
定
試
験
対
策
講
座


時
間
、
対
面
講
座
の
講
師

８
人
に
よ
る
約
５
時
間

分

を
両
方
受
講
で
き
る
無
料
通

信
教
育
コ
ー
ス
の
受
講
者
を

２
０
０
人
募
る
。

こ
の
ほ
か
、
他
大
学
や
専

門
学
校
、
観
光
産
業
を
構
成

す
る
中
小
お
よ
び
個
人
事
業

主
連
合
会
（
Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
）
と

の
連
携
も
進
め
、
仙
台
、
東

京
、
京
都
、
神
戸
、
那
覇
な

ど
の
主
要
都
市
で
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
観
光
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
す
る
予
定
だ
。

期
せ
ず
し
て
３
年
目
を
迎
え
た
コ
ロ
ナ
禍
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観
光
産
業
へ

の
打
撃
に
よ
り
、
日
本
の
観
光
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
変
し
た
。
な
か
で
も
大

き
い
の
は
、
観
光
Ｄ
Ｘ
の
必
要
性
の
高
ま
り
だ
。
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ

Ｍ
Ｏ
）
や
地
域
観
光
に
携
わ
る
自
治
体
担
当
者
、
地
域
の
観
光
事
業
者
、
観
光

関
連
団
体
の
従
事
者
に
今
後
必
須
と
な
る
の
は
、
観
光
に
関
わ
る
デ
ジ
タ
ル
技

術
へ
の
理
解
と
こ
れ
を
運
用
し
て
い
く
た
め
の
能
力
だ
ろ
う
。
大
阪
観
光
大
学

（
大
阪
府
熊
取
町
、
山
田
良
治
学
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
文
部
科
学
省
委
託
事
業

で
、観
光
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
リ
ス
キ
ル
講
座
を
開
講
、受
講
生
の
募
集
を
始
め
た
。

観
光
業
界
の
Ｄ
Ｘ
人
材
の
育
成
と
観
光
Ｄ
Ｘ
人
材
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
盤
整

備
も
図
り
た
い
考
え
だ
。

運
営
母
体
の
学
校
法
人
が


年
３
月
に
民
事
再
生
手
続

き
を
開
始
し
、
再
建
計
画
を

進
め
て
き
た
大
阪
観
光
大

学
。
学
校
法
人
理
知
の
杜

（
長
野
県
松
本
市
）
の
麦
島

善
光
理
事
長
か
ら
支
援
を
受

け
、
今
年
４
月
に
「
一
法
人

一
大
学
」
の
「
学
校
法
人
大

阪
観
光
大
学
」
に
改
組
し
、

５
月
に
は
民
事
再
生
手
続
き

を
終
結
し
て
新
し
い
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。
新
た
な
大
学

憲
章
が
掲
げ
る
の
は
、
「
自

由
を
共
に
楽
し
み
、
社
会
を

共
に
生
き
ぬ
く
」
。
大
学
名

に
国
内
で
最
初
の
「
観
光
」

の
文
字
を
持
つ
大
学
と
し

て
、
目
指
す
の
は
「
日
本
一

の
観
光
大
学
」
だ
。

新
た
な
大
学
の
理
念
と
し

て
制
定
し
た
「
大
阪
観
光
大

学
憲
章
２
０
２
２
」
で
は
、

「
自
由
」
を
柱
に
、
３
つ
の

基
本
理
念
と
３
つ
の
社
会
的

使
命
を
掲
げ
、
観
光
学
と
観

光
教
育
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
く
姿
勢
を
明
確
に
し
た
。

大
学
憲
章
を
具
体
化
し
た
中

期
計
画
「
大
阪
観
光
大
学


の
約
束
」
、
そ
の
実
現
に
向

け
た「
行
動
指
針
」も
定
め
、

そ
の
理
解
、
浸
透
の
た
め
の

全
教
職
員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
も
繰
り
返
し
開
催
。

そ
こ
で
は
、
「
目
指
す
『
日

本
一
の
観
光
大
学
』
と
は
」

「
何
を
も
っ
て
『
日
本
一
』

と
い
う
の
か
」
な
ど
ビ
ジ
ョ

ン
の
具
体
化
に
向
け
た
議
論

が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

理
念
だ
け
で
は
な
く
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
組
織
、
施
設

の
充
実
も
進
ん
で
い
る
。


年
度
か
ら
は
観
光
学
部
の
定

員
が
拡
大
し
、
新
し
い
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
始
ま
る
。
音
楽

フ
ェ
ス
の
企
画
運
営
な
ど
の

従
来
も
行
わ
れ
て
き
た
個
性

的
か
つ
実
学
的
な
学
び
に
加

え
、
豊
か
な
感
性
や
教
養
と

い
っ
た
旅
を
楽
し
め
る
力

「
旅
人
力
」
を
育
め
る
よ
う

な
、
文
化
体
験
や
地
域
歩
き

な
ど
に
も
取
り
組
む
。

さ
ら
に
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
や

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
、
学
内

農
園
な
ど
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

な
観
光
や
六
次
産
業
に
つ
い

て
の
実
証
的
な
教
育
、
研
究

施
設
も
順
次
整
備
し
「
ま
す

ま
す
自
由
で
楽
し
い
キ
ャ
ン

パ
ス
に
し
て
い
く
」
と
小
野

田
教
授
は
意
気
込
む
。

日のウェビナーでは、手段としての観光ＤＸの
必要性などについて、それぞれの専門に基づく意
見が出された

今
年
に
な
っ
て
「
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
に
旅
行
し
た
い
国

の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
日
本
」

と
い
う
調
査
結
果
が
発
表
さ

れ
た
。
わ
が
国
が
米
国
、
中

国
と
い
っ
た
大
国
や
イ
タ
リ

ア
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど

の
古
豪
を
上
回
る
の
は
、
私

が
観
光
業
界
に
身
を
お
い
て


年
あ
ま
り
で
初
め
て
の
経

験
だ
。非
常
に
気
分
が
良
い
。

日
本
が
こ
の
「
観
光
人
気

世
界
一
」の
追
い
風
に
乗
り
、

流
れ
の
悪
い
日
本
の
「
毛
細

血
管
」
で
あ
る
地
方
の
隅
々

ま
で
を
活
性
化
さ
せ
、
元
気

に
回
復
す
る
絶
好
の
機
会
が

や
っ
て
き
た
。
今
こ
そ
日
本

の
地
方
の
魅
力
で
あ
る
、
自

然
、
文
化
、
伝
統
芸
能
な
ど

を
駆
使
し
、
外
国
人
が
大
好

き
な
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
で

ピ
ー
ス
フ
ル
な
旅
」
で
地
方

経
済
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、地
方
で
は
資
金
、

人
材
不
足
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

遅
れ
な
ど
、
こ
の
絶
好
の
機

会
を
マ
ネ
タ
イ
ズ
で
き
る
か

不
安
が
あ
る
。
世
界
の
観
光

を
収
益
化
で
き
る
Ｄ
Ｘ
人
材

は
日
本
に
は
少
な
く
、
地
方

で
は
な
か
な
か
専
門
家
を
配

置
で
き
な
い
。
特
に
観
光
を

担
う
幹
部
職
員
は
、
「
分
か

っ
て
は
い
る
が
、
で
き
な
く

て
悶
々
と
し
て
い
る
」
の
で

あ
る
。

そ
こ
で
今
回
の
大
学
リ
カ

レ
ン
ト
事
業
で
は
、
地
域
Ｄ

Ｍ
Ｏ
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ
あ
る
い
は
自

治
体
の
悩
み
を
解
決
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
し
た
。

「
他
人
任
せ
に
せ
ず
、
ま
ず

自
ら
Ｄ
Ｘ
を
理
解
す
る
」
作

戦
で
あ
る
。

ま
ず
は
基
本
的
な
Ｄ
Ｘ
の

知
識
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
ん

で
い
く
。
週
１
回
平
日
夜
の

開
講
。
内
容
は
専
門
家
に
よ

る
分
か
り
や
す
い
講
義
と
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
よ
る
受

講
生
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

フ
ォ
ロ
ー
だ
。

続
い
て
成
功
モ
デ
ル
を
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
現
場
を

見
て
、
直
接
担
当
者
か
ら
学

ぶ
。
最
後
に

人
ほ
ど
の
少

人
数
の
対
面
講
義
で
専
門
家

か
ら
た
っ
ぷ
り
学
ぶ
。
講
座

と
悩
み
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
も

あ
る
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
付

き
だ
。
補
講
教
材
も
Ｕ
ｄ
ｅ

ｍ
ｙ
な
ど
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

が
充
実
、
Ｄ
Ｘ
推
進
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
認
定
試
験
も
受
け
ら

れ
る
。

約
３
カ
月
で
「
観
光
世
界

一
の
日
本
」
の
追
い
風
に
乗

っ
て
、
地
元
を
元
気
に
で
き

る
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に

付
け
ま
し
ょ
う
。

現
在
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」

の
中
で
い
か
に
観
光
産
業
を

回
し
て
い
く
の
か
が
焦
点
に

な
っ
て
い
る
。
非
対
面
、
非

接
触
で
の
旅
行
情
報
の
収
集

や
手
配
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

等
が
重
視
さ
れ
る
中
で
急
速

に
進
行
し
て
い
る
の
が
デ
ジ

タ
ル
シ
フ
ト
だ
。
ニ
ュ
ー
ノ

ー
マ
ル
な
観
光
需
要
の
増

加
、
観
光
人
材
の
不
足
に
よ

る
省
力
化
を
求
め
る
動
き
の

加
速
も
あ
る
。
急
速
に
回
復

す
る
だ
ろ
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
の
獲
得
に
お
い
て
も
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
は
欠
か
せ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
地
域
観

光
の
担
い
手
で
あ
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ

な
ど
の
従
事
者
の
多
く
は
新

し
い
技
術
を
学
ぶ
機
会
が
な

く
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
の
観
光
Ｄ
Ｘ

は
進
行
し
て
い
な
い
の
が
現

状
だ
。

そ
こ
で
今
回
、
大
阪
観
光

大
が
提
供
す
る
講
座
は
主
に

Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
の
事
務
局
長
、

Ｃ
Ｍ
Ｏ
と
い
っ
た
幹
部
職

員
、
自
治
体
の
観
光
業
務
担

当
者
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ
の
転
職
希

望
者
を
対
象
に
す
る
こ
と

で
、
地
域
観
光
の
現
場
に
直

接
観
光
Ｄ
Ｘ
の
考
え
方
や
方

策
を
取
り
入
れ
る
後
押
し
を

す
る
。

講
座
は

月
か
ら
２
カ
月

間
、
約

時
間
開
講
。
①
先

進
地
視
察
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
②
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
標
準
（
Ｉ

Ｔ
Ｓ
Ｓ
）
レ
ベ
ル
２
「
Ｄ
Ｘ

推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
認
定
試

験
合
格
」
を
目
指
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
講
義
③
観
光
地
域
づ

く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
企
画
・

調
整
者（
企
画
戦
略
・
Ｐ
Ｒ
）

に
関
す
る
、
観
光
Ｄ
Ｘ
経
営

者
か
ら
の
対
面
講
義
―
の
３

本
柱
か
ら
な
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

月


日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
か
ら

ス
タ
ー
ト
。

月
中
は
、
①

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実

施
。

日
の
宮
城
県
気
仙
沼

市
、
日
の
新
潟
県
湯
沢
町
、


日
の
和
歌
山
県
白
浜
市
、


日
の
沖
縄
県
那
覇
市
の
４

日
程
４
会
場
の
う
ち
１
カ
所

を
選
び
、
事
例
視
察
と
講
師

か
ら
の
解
説
な
ど
を
受
け

る
。
視
察
地
と
な
る
地
域
ご

と
に
、
「
地
域
を
巻
き
込
ん

で
の
新
し
い
価
値
の
創
造
」

や
、
「
空
港
を
拠
点
と
し
た

デ
ジ
タ
ル
で
の
観
光
地
経

営
」
「
稼
ぐ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
の
デ

ジ
タ
ル
利
用
」
と
い
っ
た
テ

ー
マ
が
あ
る
た
め
、
受
講
者

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
る
地
域
課

題
に
合
わ
せ
て
フ
ィ
ー
ル
ド

が
選
べ
る
の
が
特
徴
だ
。

②
に
つ
い
て
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で

時
間
、
Ｄ
Ｘ
推
進
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
認
定
と
Ｄ
Ｘ
の

基
礎
知
識
に
つ
い
て
の
講
座

を
受
講
す
る
。

、

月
実

施
の
双
方
向
の
オ
ン
ラ
イ
ン

講
義
で
は
、
尾
久
土
正
己
・

和
歌
山
大
学
教

授
ら
か
ら
最
新

の
観
光
Ｄ
Ｘ
事

情
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。

「
第
６
回
Ｄ
Ｘ

推
進
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
認
定
試
験
（
オ
ン
ラ
イ

ン
受
験
）
」
に
つ
い
て
は
、

受
講
生
の
受
験
料
１
万
１
千

円
は
無
料
。
テ
キ
ス
ト
、
対

策
講
座
の
映
像
も
提
供
す

る
。③

は
観
光
関
連
事
業
の
第

一
線
で
活
躍
す
る
実
務
家
講

師
ら
か
ら
、
対
面
で
最
新
の

観
光
事
情
を
学
べ
る
の
が
特

長
。
講
師
陣
と
の
人
脈
を
構

築
で
き
る
の
も
魅
力
だ
。
対

面
講
義
の
会
場
は
東
京
、
大

阪
の
い
ず
れ
か
。
講
義
を
週

末
開
催
に
す
る
な
ど
、
現
業

者
で
も
参
加
し
や
す
い
よ
う

工
夫
し
て
お
り
、
多
く
の
エ

ン
ト
リ
ー
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。

受
講
生
応
募
締
め
切
り
の

９
月

日
を
前
に
、
大
阪
観

光
大
学
で
は
、
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

に
よ
る
事
前
説
明
会
を
全
５

回
開
催
す
る
。
内
容
は
、
事

業
の
説
明
と
受
講
希
望
者
か

ら
の
質
疑
応
答
。
見
逃
し
配

信
も
行
う
。
受
講
希
望
者
は

必
ず
視
聴
す
る
よ
う
、
同
大

学
で
は
呼
び
か
け
て
い
る
。

全
５
回
の
説
明
会
の
う

ち
、
開
講
予
告
セ
ミ
ナ
ー
と

第
１
回
は

、
日
に
終
了
。

２
回
目
で
は
１
回
目
同
様
、

先
進
地
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
訪
問
地
４
カ
所
の
事
前
説

明
を
行
う
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
は
４
カ
所
の
う
ち
１
カ

所
を
選
ん
で
参
加
す
る
た

め
、
受
講
希
望
者
は
申
し
込

み
の
際
に
、
希
望
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
地
を
選
択
す
る

必
要
が
あ
る
。
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
で
の
見
逃
し
配
信
も
あ

る
。

日
の
開
講
予
告
セ
ミ
ナ

ー
に
は
小
野
田
金
司
・
大
阪

観
光
大
教
授
の
ほ
か
、
対
面

講
座
で
講
師
を
務
め
る
、
加

藤
史
子
、
楠
田
悦
子
、
櫻
井

亮
太
郎
、
佐
藤
大
介
、
中
川

智
博
、
村
山
慶
輔
の
６
氏
が

登
場
。
そ
れ
ぞ
れ
担
当
講
義

で
取
り
上
げ
る
ト
ピ
ッ
ク
や

特
長
な
ど
を
簡
単
に
紹
介
。

そ
の
後
、
観
光
Ｄ
Ｘ
へ
の

取
り
組
み
方
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
デ

ジ
タ
ル
シ
フ
ト
に
つ
い
て
、

視
聴
者
も
交
え
て
意
見
交
換

と
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
こ

の
中
で
中
川
氏
は
、
「
Ｄ
Ｘ

と
い
う
と
新
し
い
何
か
を
生

み
出
せ
る
印
象
が
あ
る
だ
ろ

う
が
、
現
場
は
そ
の
レ
ベ
ル

に
は
な
い
。
現
場
と
有
識
者

の
認
識
の
間
に
大
き
な
隔
た

り
が
あ
る
」
と
指
摘
。
櫻
井

氏
は
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
は
実
際

に
や
っ
て
み
て
ト
ラ
イ
ア
ン

ド
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
す
こ
と

で
、
何
が
受
け
る
の
か
な
ど

が
肌
感
覚
で
分
か
っ
て
く

る
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
事
務
局
長
あ

た
り
の
職
員
が
何
で
も
い
い

か
ら
自
分
で
始
め
て
み
る
べ

き
だ
」
と
自
身
の
経
験
を
織

り
交
ぜ
語
っ
た
。

講
座
概
要
を
説
明
し
た
小

野
田
教
授
は
「
上
に
立
つ
も

の
が
あ
る
程
度
Ｄ
Ｘ
の
こ
と

を
分
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
必

要
な
人
材
配
置
や
予
算
配
分

を
行
え
ず
、
Ｄ
Ｘ
は
進
ま
な

い
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
の
幹
部
職

員
に
こ
そ
受
講
し
て
ほ
し

い
」と
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。




